
● 8485●現代の理論2010年秋号

鎖
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
琉
球
の
人
々

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
近
代
沖
縄

一
三
四
年
ぶ
り
の
和
解

五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
が
、
台
湾
・
牡
丹
郷
の
林
傑
西
さ
ん
を
代

表
と
す
る
訪
問
団
が
二
〇
〇
五
年
六
月
一
六
日
、
民
族
衣
装
で
那
覇

市
若
狭
の
台
湾
遭
害
者
之
墓
を
訪
れ
、
慰
霊
式
を
行
っ
た
。
そ
の
墓

に
は
、
台
湾
に
漂
着
し
て
殺
さ
れ
た
「
琉
球
人
台
湾
遭
害
事
件
」
の

犠
牲
者
五
四
人
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
訪
問
団
の
訪
問
は
一

三
〇
年
余
前
の
「
琉
球
人
台
湾
遭
害
事
件
」
の
謝
罪
と
交
流
が
目
的

だ
っ
た
。
一
行
は
さ
ら
に
宮
古
島
ま
で
足
を
の
ば
し
、
交
流
を
深
め

て
い
た
。

「
琉
球
人
台
湾
遭
害
事
件
」
は
一
八
七
一
（
明
治
四
、
同
治
一
〇
）

年
秋
、
宮
古
島
の
貢
納
船
が
那
覇
で
の
任
務
を
終
え
、
帰
任
の
途
中

に
暴
風
に
あ
っ
て
台
湾
に
漂
着
し
、
上
陸
ま
で
に
三
人
が
溺
死
し

て
、
上
陸
し
た
六
六
人
は
山
間
部
の
牡
丹
郷
に
迷
い
込
ん
で
、
パ
イ

ワ
ン
族
に
五
四
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
出
来
事
だ
。
殺
害
さ
れ
た

『
う
る
ま
ネ
シ
ア
』編
集
委
員 

後
田
多 

敦

●

一
三
四
年
ぶ
り
の
和
解

●

北
京
で
自
殺
し
た
琉
球
知
識
人

●

冊
封
か
ら
の
離
脱
が
も
た
ら
し
た
も
の

●

台
湾
と
琉
球
と
の
親
和
性

●

小
さ
な
社
会
か
ら
ア
ジ
ア
を
見
通
す

明
治
以
前
の
「
琉
球
」
は
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
て
い
た
。
明
治
政
府
の
武
力
に
よ
る
琉
球
「
併
合
」
に
抵
抗
す
る
知
識
人
の
足
跡
は
、台
湾
、

北
京
な
ど
ア
ジ
ア
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
近
代
の
歴
史
の
な
か
で
沖
縄
を
縛
る
鎖
と
は
な
に
か
。
そ
の
鎖
を
断
ち
切
る
道

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
東
ア
ジ
ア
に
開
き
、
結
び
つ
く
こ
と
で
関
係
を
作
り
変
え
よ
う
と
す
る
動
き
か
ら
近
代
沖
縄
を
考
え
る
。

日
本
の
近
現
代
史
を
問
う—

—

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
和
解
は
可
能
か

特
集
●

な
か
に
は
宮
古
の
行
政
責
任
者
の
仲
宗
根
玄
安
も
い
た
。
生
き
残
っ

た
一
二
人
は
福
州
経
由
で
帰
国
し
た
が
、
事
件
は
近
代
日
本
が
行
っ

た
最
初
の
海
外
派
兵
で
あ
る
台
湾
出
兵
の
理
由
と
さ
れ
、
琉
球
国
併

合
に
も
利
用
さ
れ
た
。
遺
骨
は
出
兵
の
際
、
現
地
か
ら
回
収
さ
れ
て

い
る
。

慰
霊
祭
を
行
っ
た
の
は
、
殺
害
に
加
わ
っ
た
牡
丹
郷
の
子
孫
で
あ

る
。
慰
霊
祭
に
は
仲
宗
根
玄
安
の
子
孫
・
仲
宗
根
玄
治
さ
ん
も
招
待

さ
れ
た
。
林
団
長
は
「
風
習
の
違
い
や
誤
解
か
ら
悲
し
い
事
件
が
発

生
し
た
が
、
事
件
か
ら
一
三
〇
年
余
、
和
解
す
る
こ
と
で
悲
し
い
歴

史
を
新
し
い
関
係
に
変
え
て
い
こ
う
」
と
話
し
、仲
宗
根
さ
ん
は
「
お

参
り
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
感
激
し
て
い
る
。
感
無
量
だ
」
と
応
じ
、

墓
前
で
握
手
を
交
わ
し
た
。
慰
霊
祭
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
歴

史
家
の
又
吉
盛
清
さ
ん
は
「
事
件
は
国
家
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
国
策
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
今
後
は
手
を
取
り
合
っ
て

い
こ
う
」
と
式
典
で
語
っ
て
い
た
（『
琉
球
新
報
』
二
〇
〇
五
年
六

月
一
七
日
）。

式
典
や
交
流
会
に
私
も
参
加
し
た
が
、
台
湾
の
原
住
民
族
で
あ
る

訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
の
顔
か
た
ち
や
立
ち
居
振
舞
い
な
ど
、
沖
縄
人

と
よ
く
似
て
い
て
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
い
る
よ

う
な
近
し
い
世
界
だ
っ
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
も
と
パ
イ
ロ
ッ

ト
だ
っ
た
と
い
う
団
員
の
一
人
が
「
飛
行
機
の
操
縦
は
間
違
っ
た
こ

と
が
な
い
。
二
度
と
不
幸
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
」
と
飛
行
機
に
例

え
て
、話
し
て
い
た
こ
と
だ
。
大
き
な
力
に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
に
、

互
い
の
草
の
根
の
交
流
が
必
要
だ
と
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。

日
本
と
清
国
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
七
月
、
日
清
修
好
条
規

を
締
結
し
て
い
る
。「
琉
球
人
台
湾
遭
害
事
件
」
が
起
き
た
年
で
も
あ

る
が
、
日
本
は
そ
の
翌
年
九
月
に
は
琉
球
国
の
維
新
慶
賀
使
節
に
対

し
、
琉
球
藩
の
設
置
を
宣
言
し
た
。
中
国
の
冊
封
体
制
を
ま
ね
た
い

わ
ば
天
皇
に
よ
る
擬
似
「
冊
封
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
は

琉
球
国
併
合
に
具
体
的
に
動
き
出
し
た
わ
け
だ
。
修
好
条
規
批
准
の

た
め
清
国
へ
派
遣
さ
れ
た
副
島
種
臣
は
、
台
湾
へ
の
派
兵
を
想
定
し

て
動
い
て
い
た
。

島
嶼
国
家
だ
っ
た
琉
球
国
で
は
、
海
難
事
故
は
頻
繁
に
発
生
し
て

お
り
、
琉
球
人
の
台
湾
遭
害
事
件
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
は
「
冊
封
」
や
「
琉
球
藩
民
」
を
利
用
し
な
が
ら
、
台
湾
派
兵
の

口
実
を
探
し
出
し
て
い
く
。
日
本
の
軍
隊
派
遣
の
動
き
を
知
っ
た
琉

球
国
は
、
台
湾
へ
の
派
兵
を
止
め
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
日

本
は
そ
れ
を
無
視
し
た
。
そ
し
て
出
兵
後
は
、
琉
球
の
た
め
に
派
遣

し
た
と
し
て
、
謝
意
を
示
す
た
め
に
も
尚
泰
（
国
王
）
を
上
京
さ
せ

る
よ
う
、
要
求
す
る
。

日
本
が
琉
球
人
台
湾
遭
害
事
件
を
琉
球
国
併
合
や
ア
ジ
ア
侵
略
に

利
用
し
た
歴
史
を
見
る
と
、そ
の
一
三
〇
余
年
後
に
台
湾
遭
害
者
之
墓

の
墓
前
で
、当
事
者
の
子
孫
に
よ
る
慰
霊
祭
が
開
か
れ
た
の
は
意
義
深

い
。
関
係
者
が
互
い
に
和
解
の
握
手
を
し
て
い
る
姿
に
は
、
二
度
と
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国
家
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
決
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

北
京
で
自
殺
し
た
琉
球
知
識
人

今
年
は
名
城
里
之
子
親
雲
上（
中
国
名
・
林
世
功
）が
一
八
八
〇（
明

治
一
三
）
年
一
一
月
二
〇
日
（
旧
暦
一
〇
月
一
八
日
）、
北
京
で
自
殺

し
て
か
ら
一
三
〇
年
に
な
る
。
当
時
、
北
京
で
琉
球
救
国
運
動
を
し

て
い
た
名
城
は
日
清
間
で
合
意
さ
れ
た
「
琉
球
分
割
条
約
」
に
対
し
、

抗
議
の
自
殺
を
し
た
の
で
あ
る
。
名
城
里
之
子
親
雲
上
（
林
世
功
）

や
「
琉
球
分
割
条
約
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
読

者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
先
の
琉
球

人
台
湾
遭
害
事
件
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
沖
縄
近
代
の
歩
み
を
考
え

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
事

件
で
あ
る
。

名
城
は
琉
球
国
が
清
国
に
派
遣
し
た
最
後
の
留
学
生
で
、
一
八
六

八
（
明
治
元
年
）
年
に
北
京
国
子
監
に
入
学
し
、
日
本
が
台
湾
へ
派

兵
し
た
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
世

子
・
尚
典
の
教
師
を
務
め
て
い
た
琉
球
国
末
期
を
代
表
す
る
知
識
人

で
あ
る
。
首
里
王
府
が
日
本
の
琉
清
関
係
断
絶
命
令
に
対
抗
す
る
た

め
、
幸
地
朝
常
（
向
徳
宏
）
を
清
国
に
派
遣
し
た
際
、
名
城
は
北
京
語

に
通
じ
、
北
京
の
事
情
に
も
明
る
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
訳
で
北
京

を
訪
問
し
た
経
験
の
あ
る
伊
計
大
鼎
（
蔡
大
鼎
）
ら
と
と
も
に
一
八

七
六
（
明
治
九
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
使
節
団
の
一
員
と
し
て
再
び

渡
清
し
て
い
た
。

日
本
の
琉
球
国
併
合
当
時
、
福
州
に
い
た
名
城
ら
は
、
首
里
城
明

け
渡
し
や
国
王
の
東
京
連
行
と
い
う
情
報
を
得
る
と
、一
八
七
九（
明

治
一
二
）
年
旧
八
月
一
四
日
、
北
京
へ
向
か
い
、
清
国
政
府
へ
救
援

を
訴
え
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
は
名
城
の
ほ
か
、国
頭
盛
乗（
毛
精
長
）、

伊
計
大
鼎
（
祭
大
鼎
）、
湖
城
以
正
（
蔡
以
正
）
ら
の
ほ
か
、
中
国
側

の
琉
球
通
訳
謝
維
垣
ら
。
名
城
ら
は
北
京
へ
向
か
う
途
中
、
天
津
で

李
鴻
章
に
琉
球
救
援
を
訴
え
て
い
た
幸
地
朝
常
に
会
っ
て
、
琉
球
分

割
条
約
な
ど
の
情
報
を
得
て
い
る
。

琉
球
分
割
条
約
と
い
う
の
は
通
称
だ
。
日
本
は
、
琉
球
国
併
合
に

対
し
清
国
か
ら
抗
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
清
修
好
条
規
改

定
の
な
か
で
宮
古
・
八
重
山
（
琉
球
の
南
の
諸
島
）
を
切
り
離
し
、

清
国
領
と
す
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
帰
属
問
題
を
決
着
し
よ
う
と
し

た
。
清
国
側
は
宮
古
・
八
重
山
へ
ミ
ニ
琉
球
国
を
建
国
す
る
こ
と
で
、

琉
球
側
の
救
援
要
請
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
日

清
間
で
は
宮
古
・
八
重
山
の
切
り
離
し
で
思
惑
が
一
致
し
、
琉
球
分

割
条
約
案
は
議
定
さ
れ
調
印
の
予
定
日
ま
で
決
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
、
北
京
に
い
た
名
城
ら
は
、
分
割
を
阻
止
し
、
琉
球
全
体
と

し
て
の
復
興
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

名
城
は
一
一
月
二
〇
日
（
旧
一
〇
月
一
八
日
）、
抗
議
の
自
殺
を
し

た
。
名
城
の
遺
骸
は
、
行
動
を
共
に
し
、
名
城
の
死
を
見
届
け
た
伊

計
大
鼎
ら
に
よ
っ
て
張
家
湾
に
葬
ら
れ
た
。
名
城
の
行
動
に
同
情
し

た
清
国
政
府
は
、
葬
送
費
用
を
出
し
て
い
る
。
名
城
ら
の
事
跡
を
検

証
し
た
西
里
喜
行
は
、
名
城
ら
の
運
動
が
日
清
間
で
一
度
は
議
定
さ

れ
た
琉
球
分
割
条
約
の
調
印
を
阻
止
し
た
と
見
て
い
る
（『
清
末
中

琉
日
関
係
史
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）。

名
城
は
死
に
際
し
辞
世
の
詩
二
編
と
、
さ
ら
に
死
稟
と
も
呼
ぶ
べ

き
清
国
へ
の
請
願
書
を
残
し
た
。
名
城
の
詩
文
な
ど
を
研
究
し
て
い

る
上
里
賢
一
の
読
み
下
し
と
訳
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

其
一

古
来
忠
孝
幾
人
全　
　

�

古
来
忠
孝
幾
人
が
全
か
ら
ん

憂
国
思
家
已
五
年　
　

国
を
憂
い
家
を
思
い
て
已
に
五
年

一
死
猶
期
存
社
稷　
　

一
死
猶
お
期
す
社
稷
の
存
す
る
を

高
堂
専
頼
弟
兄
賢　
　

高
堂
専
ら
頼
れ
弟
兄
の
賢

む
か
し
か
ら
君
主
に
対
す
る
忠
と
親
に
対
す
る
孝
と
い
う
二
つ
の

道
を
ま
っ
と
う
し
た
人
は
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
、
国
を

憂
い
家
を
思
っ
て
福
州
に
渡
っ
て
か
ら
す
で
に
五
年
に
な
る
。
い
っ

こ
う
に
好
転
し
な
い
琉
球
救
国
の
現
状
を
打
開
し
、
琉
球
国
の
存
続

と
い
う
大
義
の
た
め
命
を
か
け
よ
う
。
ご
両
親
に
お
か
れ
て
は
、
ど

う
か
賢
明
な
兄
弟
に
頼
ら
れ
た
い
。

名
城
の
琉
球
救
国
へ
の
思
い
と
、
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
父
母
へ
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
も
う
一
編
の
詩
は
、
両
親
に
対
し
先
に
死

ぬ
こ
と
に
対
し
て
わ
び
る
内
容
だ
。
琉
球
分
割
阻
止
に
命
を
か
け
て

抗
議
し
た
若
い
知
識
人
の
死
は
、
沖
縄
に
も
伝
わ
っ
て
衝
撃
と
な

り
、
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
た
よ
う
だ
。

名
城
の
三
三
回
忌
が
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
一
月
一
五
日
、

那
覇
で
開
か
れ
た
。
新
聞
は
「
同
情
者
多
し
」
と
し
、
か
つ
て
名
城

か
ら
教
え
を
受
け
た
尚
典
（
侯
爵
）
も
祭
典
料
を
提
供
し
、
霊
前
に

挽
歌
を
捧
げ
る
も
の
も
多
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

名
城
に
捧
げ
る
漢
詩
な
ど
が
数
日
に
わ
た
っ
て
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
三
三
回
忌
に
遺
族
は
名
城
の
詩
集
『
琉
球
詩
録
』『
琉
球
詩

課
』
を
配
布
し
た
と
い
う
。
関
係
者
が
存
命
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
没
後
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
も
、
人
々
は
名
城
の
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
期
に
も
名
城
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
郷
土

協
会
は
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
八
月
、「
郷
土
文
化
史
に
偉
大
な

功
績
を
残
し
た
林
世
功
、
よ
し
や
（
吉
屋
ち
る
）、
ぺ
り
（
ペ
リ
ー
提

督
）」
の
記
念
碑
の
建
立
計
画
を
立
て
て
い
た
。
記
念
碑
が
実
際
に

建
立
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
日
本
と
の
関
係
か

ら
、
名
城
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
あ
っ
た
の
で
、
実
現

し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

琉
球
を
代
表
す
る
知
識
人
名
城
は
、
社
会
変
動
に
巻
き
込
ま
れ
、

琉
球
救
国
運
動
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
が
、
直
接
的
に
立
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ち
向
か
っ
た
課
題
は
二
つ
だ
っ
た
。
一
つ
は
琉
清
関
係
断
絶
命
令
へ

の
抵
抗
、
も
う
一
つ
は
琉
球
分
割
条
約
阻
止
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
救
国
運
動
そ
の
も
の
は
敗
北
し
た
が
、
琉
球
分
割
条
約
を
阻

止
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
。

た
だ
、
当
時
の
沖
縄
に
は
、
宮
古
・
八
重
山
分
割
を
支
持
し
、
そ

こ
に
一
度
ミ
ニ
琉
球
国
を
建
国
し
、
全
体
と
し
て
再
興
す
る
機
会
を

待
と
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
琉
球
分
割
条
約
阻

止
に
成
功
し
た
こ
と
が
、
琉
球
救
国
運
動
の
も
う
一
つ
の
可
能
性
を

封
印
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
名

城
は
死
ぬ
こ
と
で
、
時
代
の
潮
目
で
琉
球
社
会
の
分
断
阻
止
の
方
向

へ
舵
を
き
っ
た
の
で
あ
る
。

冊
封
か
ら
の
離
脱
が
も
た
ら
し
た
も
の

日
本
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
琉
球
国
併
合
政
策
の
一
環
と

し
て
、
琉
球
に
対
し
て
清
国
へ
の
使
節
派
遣
な
ど
、
往
来
の
禁
止
、

福
州
に
あ
る
琉
球
の
公
館
の
閉
鎖
な
ど
を
一
方
的
に
命
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
琉
球
国
の
中
国
の
冊
封
体
制
か
ら
の
離
脱
を
意
味
す
る
も

の
だ
が
、
那
覇
港
に
関
し
て
い
え
ば
、
閉
鎖
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、

清
国
の
光
緒
帝
即
位
を
慶
賀
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

慶
賀
使
の
東
風
平
親
方
ら
一
行
は
、
出
港
を
待
機
し
て
い
た
が
、
結

局
出
発
で
き
な
い
ま
ま
旅
装
を
解
い
て
い
る
。

琉
球
国
が
五
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
参
加
し
て
い
た
中
国
の
冊
封
体

制
は
、
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
体
制
で
あ
る
と
同
時
に
、
経
済
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
。
琉
球
側
は
福
州
で
商
取
引
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
免
税
で
あ
る
。
琉
球
使
節
は
皇
帝
の
客
で
あ
り
身

元
も
保
証
さ
れ
て
い
た
。
公
式
な
文
化
儀
礼
交
流
と
あ
わ
せ
て
、
開

催
さ
れ
て
い
る
定
期
的
な
物
産
展
の
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ

ば
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
琉
球
と
清
国
の
良
好
な
関
係
は
、
日
本
に
よ
っ
て
武

力
を
背
景
に
切
断
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
て
い
た
琉
球
を
日
本

の
枠
の
な
か
に
封
じ
込
め
、
さ
ら
に
置
県
後
も
「
旧
慣
温
存
」
政
策

で
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
日
清
戦
争
で
、
日
本
が

勝
利
し
台
湾
が
割
譲
さ
れ
る
と
、
那
覇
港
は
開
港
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
部
分
的
開
港
を
経
て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
那

覇
港
も
開
港
場
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

那
覇
港
開
港
を
一
大
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
た
の
は
、
尚
王
家
の
周
辺

に
い
た
琉
球
自
立
・
独
立
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。沖
縄
銀
行
取
締
役
だ
っ

た
幸
地
朝
瑞
ら
は
、
尚
典
を
主
人
に
「
丸
一
店
」
を
商
号
登
記
し
、
支

配
人
と
し
て
福
州
と
の
関
係
再
構
築
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。
朝
瑞
の

父
朝
常
は
琉
清
関
係
断
絶
命
令
に
抵
抗
す
る
た
め
、
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
一
二
月
に
名
城
里
之
子
親
雲
上
ら
を
伴
っ
て
渡
清
し
た
、

琉
球
救
国
運
動
の
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
朝
瑞
自
身
も
亡
命

し
、
運
動
に
参
加
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
。

那
覇
港
開
港
に
は
、
二
年
間
に
五
万
円
の
貿
易
実
績
が
あ
る
こ
と

と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
最
初
の
二
年
間
の
条
件
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
、
彼
ら
は
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
準
備
し
、
香
港
か
ら
五
万
円
分

の
穀
物
を
直
輸
入
さ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
丸
一
店
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
、
福
州
支
店
で
あ

る
丸
一
洋
行
を
開
設
す
る
。
丸
一
洋
行
は
福
州
に
茶
工
場
を
設
置

し
、
茶
を
中
心
と
し
た
貿
易
商
と
し
て
大
正
期
ま
で
大
規
模
に
営
業

を
展
開
し
て
い
た
。
丸
一
洋
行
に
対
し
、
福
州
で
は
琉
球
の
国
王
の

資
本
で
開
設
し
た
と
し
て
信
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
こ
ろ
の
福
州
に
は
琉
球
国
時
代
か
ら
の
「
琉
球
館
」
が
存
続

し
、
琉
球
の
復
興
を
求
め
る
亡
命
琉
球
人
が
、
活
動
し
て
い
た
。
丸

一
洋
行
開
設
に
か
か
わ
っ
た
渡
久
山
朝
恭
や
丸
一
店
支
配
人
の
幸
地

朝
瑞
も
、
か
つ
て
運
動
に
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
。
救
国
運
動
の
経

験
が
あ
り
、
中
国
語
に
堪
能
だ
っ
た
渡
久
山
朝
恭
は
香
港
へ
も
足
を

運
び
、
設
立
期
の
丸
一
洋
行
の
活
動
を
支
え
て
い
た
。
琉
球
館
に
い

た
人
々
も
、
時
に
は
連
携
し
、
時
に
は
競
争
し
な
が
ら
福
州
・
沖
縄

の
交
易
に
か
か
わ
っ
た
。
福
州
と
沖
縄
と
の
交
易
に
は
、
福
州
側
の

茶
商
、
沖
縄
側
の
茶
商
数
社
が
参
加
し
、
昭
和
期
ま
で
貿
易
が
続
く
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
破
壊
し
た
の
は
日
本
の
侵
略
で
あ
り
、
戦
争
で

あ
る
。

琉
球
救
国
運
動
の
人
々
や
そ
の
周
辺
の
貿
易
商
ら
は
、
か
つ
て
の

冊
封
体
制
の
つ
な
が
り
の
な
か
に
あ
っ
た
。
琉
球
館
を
拠
点
と
し
た

琉
球
人
の
活
動
は
、
明
治
に
は
琉
球
国
の
官
吏
と
同
様
に
扱
わ
れ
、

清
国
政
府
か
ら
経
済
的
支
援
も
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
清
国

が
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
〇
月
に
勃
発
し
た
辛
亥
革
命
で
滅

亡
す
る
。
琉
球
館
の
あ
る
福
州
で
も
一
一
月
に
は
、
革
命
軍
が
蜂
起

し
政
権
が
交
代
し
た
。
冊
封
体
制
の
前
提
そ
の
も
の
が
完
全
に
消
滅

し
た
の
で
あ
る
。

琉
球
救
国
運
動
に
か
か
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
辛
亥
革
命
側
に
加
担

し
た
人
物
は
確
認
で
き
な
い
。
沖
縄
人
で
は
新
垣
弓
太
郎
が
革
命
に

参
加
し
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
は
、
新
垣
弓
太
郎
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
掲
載
し
、
動
向
を
伝
え
て
い
る
。
弓
太
郎
は
蒋
介
石
の
上
司
で
も

あ
っ
た
と
い
う
（
比
嘉
康
文
『「
沖
縄
独
立
」
の
系
譜—

琉
球
国
を
夢

見
た
６
人
』
琉
球
新
報
社
）。
清
国
側
、
中
華
民
国
側
の
双
方
に
つ
な

が
り
が
存
在
し
て
い
た
。

台
湾
と
琉
球
と
の
親
和
性

呉
藻
江
の
『
琉
球
』（
中
文
）
と
い
う
五
〇
頁
程
度
の
小
冊
子
が
手

元
に
あ
る
。
台
湾
省
教
育
会
か
ら
、
民
国
三
七
年
一
二
月
に
出
版
さ

れ
た
も
の
だ
。
民
国
三
七
年
は
、
西
暦
で
い
う
と
一
九
四
八
年
。
小

冊
子
は
米
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
る
琉
球
の
帰
属
問
題
を
意
識
し
て
執

筆
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
呉
藻
江
が
何
者
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
内
容
か
ら
す
る
と
お
そ
ら
く
台
湾
に
い
た
沖
縄
人
と
考
え
て
い
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い
だ
ろ
う
。

こ
の
小
冊
子
は
、
台
湾
で
琉
球
の
独
立
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た

赤
嶺
親
助
（
中
国
名
・
蔡
親
）
が
、
創
刊
間
も
な
い
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」

の
高
嶺
朝
光
社
長
に
贈
呈
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
表
紙
に
は
「
謹
呈

　

高
嶺
朝
光
啓
」「
赤
嶺
親
助　

漢
名
蔡
親
」
と
あ
る
。
受
け
取
っ
た

高
嶺
朝
光
は
関
心
が
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
読
ん
だ
あ
と
だ
っ

た
の
か
、
手
元
に
置
く
こ
と
は
な
く
、
別
の
人
の
手
に
渡
っ
て
、
め

ぐ
り
め
ぐ
っ
て
私
の
手
元
に
届
い
た
こ
と
に
な
る
。

小
冊
子
に
は
二
通
の
手
紙
が
は
さ
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
二
通
と
も

蔡
璋
が
「
赤
嶺
同
志
」
へ
宛
て
た
民
国
三
八
年
四
月
二
三
日
付
の
も

の
で
あ
る
。
手
紙
に
は
、
状
況
が
分
か
る
新
聞
を
可
能
な
限
り
た
く

さ
ん
送
っ
て
く
れ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
中
国
語
で
書
か
れ
て
い

る
。
手
紙
の
日
付
の
民
国
三
八
年
は
西
暦
で
い
う
と
一
九
四
九
年

で
、
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
た
年
に
な
る
。
蔡
璋
は
喜
友
名

嗣
正
の
中
国
名
で
あ
る
。「
赤
嶺
同
志
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蔡
璋
も
琉

球
独
立
運
動
に
か
か
わ
り
、
こ
の
時
期
は
台
湾
に
い
た
。
喜
友
名

が
沖
縄
に
い
る
赤
嶺
に
新
聞
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
手
紙
を
送
っ
て

い
た
。

赤
嶺
は
自
分
に
届
い
た
手
紙
に
さ
ら
に
説
明
を
書
き
加
え
て
、
小

冊
子
と
と
も
に
高
嶺
社
長
に
贈
り
協
力
を
お
願
い
し
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
赤
嶺
は
高
嶺
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
喜
友
名
は
自
分
の
後
を

つ
い
で
運
動
を
し
て
い
る
と
、
紹
介
し
て
い
る
。
赤
嶺
親
助
（
蔡
親
）

と
喜
友
名
嗣
正
（
蔡
璋
）
ら
は
、
戦
後
の
台
湾
で
琉
球
の
独
立
運
動

を
し
て
い
た
が
、
赤
嶺
は
喜
友
名
よ
り
先
に
沖
縄
に
戻
っ
た
。

国
民
党
の
蒋
介
石
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月
、
大
陸

を
離
れ
台
湾
へ
移
動
し
て
い
る
の
で
、
手
紙
の
時
期
は
そ
の
前
と
い

う
こ
と
な
る
。
占
領
し
て
い
た
日
本
も
敗
戦
で
撤
退
し
、
台
湾
は
緊

迫
し
情
報
が
ほ
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
台
湾
を
拠
点
と
し
た
国

民
党
政
府
は
、
一
九
七
二
年
の
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
を
認
め
ず
に
、

抗
議
の
外
交
部
声
明
を
出
し
て
い
る
。
台
湾
の
国
民
党
で
も
、
清
国

時
代
か
ら
の
「
琉
球
」
へ
の
親
和
性
が
続
い
て
い
た
。

台
湾
は
激
し
い
変
化
や
多
く
の
困
難
の
な
か
か
ら
、
確
実
に
復
興

を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
と
急
接
近
し
て
い
る
。
そ
の

台
湾
と
中
国
は
今
年
六
月
、
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）

を
締
結
し
た
。
自
由
貿
易
協
定
だ
。
数
年
前
の
政
権
交
代
で
、
政
治

的
な
微
妙
な
関
係
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
経
済
的
な
関
係
か
ら
構
築
し

た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
経
済
関
係
が
、
や
が
て
さ
ら
な
る

段
階
を
生
み
出
す
こ
と
は
当
然
、
予
想
さ
れ
る
。

台
湾
の
国
民
党
副
主
席
で
、
対
中
国
交
流
窓
口
機
関
「
海
峡
交
流

基
金
会
」
の
江
丙
坤
理
事
長
は
「
沖
縄
が
台
湾
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿

易
協
定
）
を
結
べ
ば
面
白
い
」
と
話
し
て
い
る
。
江
理
事
長
は
Ｅ
Ｃ

Ｆ
Ａ
で
台
湾
と
中
国
の
経
済
協
力
が
加
速
す
る
の
を
受
け
、
沖
縄
を

加
え
た
「
中
台
沖
」
の
三
角
形
に
よ
る
経
済
協
力
や
自
由
貿
易
協
定

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
ア
ジ
ア
沖
縄
経
済
研
究
所
の
宮
城
弘
岩
代

表
が
今
年
七
月
二
八
日
、
台
湾
を
訪
問
し
て
、
江
理
事
長
と
会
談
し

た
際
に
提
起
さ
れ
た
も
の
だ
。
宮
城
代
表
と
は
台
湾
大
学
の
同
窓

で
、
旧
知
の
仲
だ
と
い
う
（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
七
月
二
九
日
、
会
談

内
容
は
八
月
一
二
日
に
詳
報
）。

江
理
事
長
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は
自
由
貿
易
協
定
（
関
税
率
引

き
下
げ
交
渉
）、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
市
場
開
放
、
投
資
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
、
ト
ラ
ブ
ル
の
際
の
解
決
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
の
付
属
表
に
よ
る
と
、
優
先
的
に
関
税
を
引
き

下
げ
る
項
目
が
あ
り
、
台
湾
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
が
五
二
九
項
目
あ

り
、
二
年
内
に
ゼ
ロ
関
税
に
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

沖
縄
に
関
し
て
江
理
事
長
は
「（
沖
縄
を
）
一
国
二
制
度
に
し
て
完

全
な
自
由
貿
易
国
を
つ
く
れ
ば
い
い
。
沖
縄
と
い
う
特
殊
性
を
利
用

し
て
、
香
港
並
み
の
輸
入
関
税
ゼ
ロ
、
沖
縄
全
体
を
自
由
貿
易
地
域

に
す
る
。
そ
し
て
、
法
人
税
を
台
湾
、
香
港
並
み
の
一
七
％
に
す
れ

ば
い
い
。
台
湾
の
企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
し
、
日
本
の
企
業
も
沖

縄
か
ら
世
界
へ
出
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。
台
湾
の
対
中
国
交

流
責
任
者
の
沖
縄
へ
の
連
携
の
呼
び
か
け
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
思
う
。

江
丙
坤
理
事
長
と
会
談
し
た
ア
ジ
ア
沖
縄
経
済
研
究
所
の
宮
城
弘

岩
代
表
は
沖
縄
県
物
産
公
社
の
専
務
時
代
に
「
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」

を
立
ち
上
げ
、
沖
縄
物
産
の
ブ
ー
ム
を
仕
掛
け
た
人
物
だ
。
台
湾
大

学
大
学
院
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
台
湾
に
広
い
人
脈
を
持
っ
て
い

る
。
宮
城
代
表
は
一
〇
数
年
前
に
も
、
沖
縄
の
全
県
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

を
提
案
し
熱
い
議
論
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
際
は
日
本
政
府
と
の

関
係
も
あ
り
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
い
ま
振
り
返
っ
て
当
時
の
議

論
を
読
み
な
す
と
、
沖
縄
内
で
も
全
体
と
し
て
そ
の
意
味
や
互
い
の

主
張
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
感
が

あ
る
。

宮
城
代
表
は
「
日
本
の
補
助
金
は
要
ら
な
い
、
制
度
さ
え
き
ち
ん

と
整
備
さ
れ
れ
ば
、
沖
縄
は
自
立
し
て
や
っ
て
い
け
る
。
日
本
の
経

済
が
衰
退
し
て
い
る
の
で
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
も
、
お
金
の
か
か

ら
な
い
い
い
方
法
だ
と
思
う
」
と
も
話
し
て
い
た
。
物
流
の
点
か
ら

見
れ
ば
、
沖
縄
は
多
く
の
法
令
上
の
足
か
せ
が
あ
り
、
法
令
を
整
理

す
る
だ
け
で
も
、
経
済
活
動
が
変
わ
る
と
い
う
。

対
立
か
ら
協
調
へ
。
中
国
と
台
湾
の
関
係
が
変
わ
り
始
め
、
最
終

的
に
は
ど
こ
へ
向
か
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
な

ど
を
通
し
て
、
経
済
の
結
び
つ
き
が
加
速
し
、
中
台
関
係
が
強
化
さ

れ
て
い
く
流
れ
は
後
戻
り
で
き
な
い
動
き
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か

だ
と
思
う
。
昨
年
秋
、
香
港
か
ら
中
国
の
山
東
省
の
済
南
へ
小
旅
行

を
し
た
。
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
に
は
日
本
人
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た

が
、
台
湾
か
ら
の
客
は
何
人
か
い
た
。
ま
た
街
の
あ
ち
こ
ち
で
進
む

大
規
模
な
公
共
工
事
な
ど
を
見
れ
ば
、
一
目
見
た
だ
け
で
も
、
動
き

始
め
た
大
国
の
歯
車
が
す
ぐ
に
止
ま
っ
た
り
、
逆
戻
り
す
る
こ
と
は



● 9293●鎖を断ち切ろうとする琉球の人々

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
は
納
得
で
き
る
。

宮
城
弘
岩
代
表
は
、
中
国
と
台
湾
が
接
近
し
、
経
済
の
枠
組
み
が

変
わ
り
始
め
た
今
が
、
沖
縄
の
産
業
構
造
を
転
換
す
る
最
大
の
契
機

だ
と
い
う
。
そ
こ
に「
潮
目
」を
見
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
と
動
き
は
、

沖
縄
の
歴
史
を
一
瞥
す
れ
ば
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
近
代
社

会
で
は
古
い
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
も
、
冊

封
体
制
を
崩
壊
さ
せ
た
近
代
の
歯
車
が
、
少
し
ず
つ
逆
に
回
り
だ
し

た
こ
と
で
、
別
の
視
点
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
。
新
し
い
枠
組
み
の
な
か
で
、
ど
う
生
き
て

い
く
の
か
。
沖
縄
に
と
っ
て
も
時
代
の
節
目
が
や
っ
て
き
た
。

小
さ
な
社
会
か
ら
ア
ジ
ア
を
見
通
す

台
湾
の
詩
人
・
陳
黎
の
詩
集
『
華
麗
島
の
辺
縁
』（
思
潮
社
、
二
〇

一
〇
年
）
を
読
ん
で
い
て
、
一
枚
の
写
真
と
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た

詩
に
目
が
と
ま
っ
た
。
詩
集
か
ら
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
台
湾
の
歴

史
を
生
き
る
重
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ブ
ヌ
ン
族
の
彫
像

カ
レ
ー
の
市
民
を
彫
刻
し
た
ロ
ダ
ン
が
彼
ら
を
見
て

立
ち
あ
が
る
よ
う
に
要
求
す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

九
人
の
頑
固
そ
う
な
ブ
ヌ
ン
族
が
分
駐
所
の
前
に
並
べ
ら
れ

手
足
は
鎖
で
繋
が
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
魂
は
繋
が
れ
て
い
な
い

も
し
、
大
き
な
斧
が
彼
ら
の
頭
を
落
と
し
て
石
に
し
て
し
ま
っ
た
ら

彼
ら
の
体
は
な
お
完
全
に
彫
像
と
し
て
自
分
達
の
土
地
の
上
に

立
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
、
彼
ら
は
審
判
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

統
治
者
の
手
が
彼
ら
を
不
朽
の
像
に
す
る
の
を
待
っ
て
い
る

イ
カ
ノ
社
の
ラ
マ
ト
ケ
ン
ケ
ン
と
彼
の
四
人
の
息
子

ケ
ン
ト
ウ
社
の
タ
ラ
ム
と
彼
の
三
人
の
弟
達
、（
彼
は
日
本
人
か
ら
脅
か

さ
れ
る
前
に
出
頭
を
勧
め
た
母
を
殺
し
て
い
る
）

彼
ら
の
目
は
正
面
を
見
つ
め
、
面
容
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
発
音
の

ブ
ヌ
ン
族
の
こ
と
ば
で
「
荘
厳
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
荘
厳
な
る
哀
愁

荘
厳
な
る
無
関
心
、
荘
厳
な
る
自
由
…
…
彼
ら
は
生
ま
れ
つ
き
の
石

台
湾
の
大
関
山
駐
在
所
付
檜
谷
で
、
原
住
民
が
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
九
月
一
九
日
、
警
察
官
二
名
、
警
丁
一
名
を
殺
し
た
事
件
が

あ
っ
た
。
陳
は
そ
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
九
人
が
鎖
で
繋
が
れ
、
裸

足
で
横
一
列
に
並
ん
だ
写
真
を
読
み
解
き
、
詩
を
書
い
て
い
る
。

行
き
つ
戻
り
つ
の
話
は
、
陳
黎
の
詩
「
ブ
ヌ
ン
族
の
彫
像
」
で
過

去
に
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
近
代
の
ア
ジ
ア
を
た
ど
れ
ば
、
至

る
と
こ
ろ
で
似
た
よ
う
な
日
本
の
残
像
に
で
あ
う
だ
ろ
う
。

最
初
に
紹
介
し
た
牡
丹
郷
の
メ
ン
バ
ー
の
民
族
衣
装
の
鮮
や
か
さ

が
蘇
っ
て
く
る
。
偶
発
的
な
事
件
の
一
方
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、
沖
縄

を
訪
れ
遺
族
と
手
を
取
り
合
っ
た
。
ブ
ヌ
ン
族
九
人
の
手
足
を
鎖
で

繋
い
だ
日
本
は
、
そ
の
後
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
足
の
鎖
と
魂

の
鎖
と
。
近
代
の
な
か
で
、
琉
球
人
（
沖
縄
人
）
は
ブ
ヌ
ン
族
と
同

じ
よ
う
な
位
置
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
必
要
も
あ
る
。
沖
縄
の
来

し
方
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

琉
球
か
ら
沖
縄
へ
。
近
代
沖
縄
の
歩
み
は
、
日
本
に
よ
っ
て
清
国

と
の
関
係
を
断
絶
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
い
わ
ば
「
閉

国
」
と
も
い
え
る
。
近
代
日
本
の
始
ま
り
が
「
開
国
」
に
象
徴
さ
れ

る
と
す
る
と
、
琉
球
は
「
閉
国
（
閉
鎖
）」
と
な
る
。
琉
球
は
ア
ジ
ア

と
の
関
係
を
断
絶
さ
れ
て
閉
塞
し
、
そ
の
閉
塞
は
そ
の
後
の
沖
縄
の

多
く
の
悲
劇
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
方
で
、
沖
縄
に
は
そ
の
鎖
を

断
ち
切
ろ
う
と
す
る
人
々
が
い
た
。
近
代
史
の
な
か
で
い
え
ば
、「
鎖

を
切
る
」
と
い
う
そ
の
思
い
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
に
共
有
し
受
け
継

が
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

日
本
は
琉
球
国
を
併
合
す
る
こ
と
で
、「
閉
国
（
閉
鎖
）」
か
ら
始

ま
る
異
な
る
歴
史
を
持
つ
社
会
、
い
わ
ば
「
異
物
」
を
抱
え
込
ん
だ

と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
日
本
は
こ
の
異
物
を
あ
る
時
は
抱
え
込
む

こ
と
で
利
用
し
、
時
に
貸
し
与
え
て
利
益
を
享
受
し
て
き
た
。
し
か

し
、
日
本
の
「
開
国
」
と
琉
球
の
「
閉
鎖
（
閉
国
）」
は
、
別
の
も
の
で

は
な
く
同
じ
文
脈
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
日
本
が
選
択
し
た

道
と
、
切
り
捨
て
た
道
と
で
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。

い
ま
沖
縄
人
は
、
長
い
こ
と
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
米
国
の
重
し

が
、
か
つ
て
ほ
ど
強
固
な
も
の
で
な
い
こ
と
に
気
づ
き
始
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
鎖
の
正
体
も
少
し
ず
つ
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
気
が
つ
い
た
と
き
、「
日
本
復
帰
」
以
後
、

そ
し
て
沖
縄
戦
か
ら
、
さ
ら
に
は
琉
球
国
併
合
以
後
の
そ
れ
ぞ
の
枠

組
み
を
、相
対
化
す
る
の
は
遠
い
話
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、

沖
縄
が
主
体
的
に
変
わ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
近
隣
ア
ジ
ア
の
変

化
の
大
き
な
渦
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
さ
な
社
会
が
置

か
れ
て
い
る
位
置
は
、
常
に
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
大
き
な
渦
の
な
か
で
、
小
さ
な
社
会
で
も
流
れ
に
掉
さ
し

動
く
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
は
沖
縄
が
歴
史
か
ら
学
ん
で
き
た
教

訓
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
鎖
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
た
人
々
の
存
在

の
意
味
が
あ
ら
た
め
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
切
り
捨
て
、
封
印

し
て
き
た
も
の
に
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
共
存
を
探
る
ヒ
ン
ト
や
豊

か
な
世
界
へ
の
道
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
は
異
物
を
抱
え
込
ん

だ
日
本
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
。
閉
そ
く
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
自
ら
の
社
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
歴
史
を
見
直
し
、
新
し
い
形

で
ア
ジ
ア
へ
開
い
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
努
力
は

必
ず
共
感
を
呼
び
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
力
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
い
た
だ
・
あ
つ
し

一
九
六
二
年
沖
縄
県
石
垣
市
生
ま
れ
。『
う
る
ま
ネ
シ
ア
』
編
集
委
員
。
著
書
に
『
琉
球
の
国
家
祭
祀
制
度　

そ
の
変
容
・
解
体
過
程
』（
出
版
舎
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
）。


